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宮本岳志議員 　日本共産党の宮本岳志です。この森友問題、昨年２月15日の私の当院、財務金

融委員会の質問から始まりました。いわばこの問題は、この質問を端緒にして私

とあなたの間で争われてきたと言っても過言ではありません。そこで聞くんです

が、あなたは昨年２月24日の衆議院予算委員会で、面会等の記録は平成28年６月

20日の売買契約締結をもって破棄してると、こういう答弁を私に初めてなさいま

した。この答弁は虚偽答弁でありましたか。

佐川宣寿証人 　委員おっしゃるとおり、２月半ばから委員のご質問で始まったことでございま

して、今のお話の６月20日をもって廃棄をしたという私の答弁は本当、財務省の

ちょっとここで何回かおわびしておりますように、財務省の文書管理規則の取り

扱いをもって答弁したということでございまして、そういう意味で本当に丁寧さ

を欠いたということでございます。申し訳ありませんでした。

宮本岳志議員 　そういう問題ではないんですね。あなたはですね、午前中の答弁、証言で、個

別の事案についてもきちんと確認をして答弁をしなかったという点で丁寧さを欠

いたと、こういう答弁をしてるんですね。しかし、２月24日の私に対する答弁で

すよ。あなたの答弁ですね。昨年６月の売買契約の締結に至るまでの財務局と学

園側の交渉記録につきまして、委員からのご依頼を受けまして、確認しましたと

ころ、近畿財務局と森友学園の交渉記録ということはございませんでしたと。こ

のとき、確認をして、なかったと答弁してるんで、一般的な規定を答弁したん

じゃないです。これ全くどちらかがうそですね。

佐川宣寿証人 　大変申し訳ありません。その確認をしたという意味ですけども理財局に文書の

取り扱い規則を確認したということでそういう答弁をしてしまいました。申し訳

ありません。

宮本岳志議員 　だめですよそんなの。答弁になっていないですよ。そんなの通らないですよ。

止めてくださいよ。止めてくださいよ。止めてくださいよ、答弁になっていない

じゃないですか。

佐川宣寿証人 　本当に申し訳ありませんでした。文章の取扱規則の話をしてございました。す

いません。

宮本岳志議員 　じゃあ、この答弁については虚偽答弁を認めますか。

佐川宣寿証人 　それはその虚偽というふうにあれですけど、私自身はその虚偽という認識がそ

の時はございませんでした。

宮本岳志議員 　確認をしてっていうのがですね。規程をただただ確認しただけだって、通りま

せんよそれは。そして今日やってる証言は、確認をしてなかったから丁寧さに欠

けたと言ってるんですよ。これは午前中の答弁がまさに証言が偽証であるか、昨

年の答弁がまさに虚偽答弁であるか、２つに１つですよ。じゃあ、午前中の答

弁、撤回してください。

佐川宣寿証人 　ですからあの、おわび申し上げますが、昨年の委員に対する答弁がそういう趣
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旨の答弁だったということでございます。

宮本岳志議員 　まったく納得できません。本当に重大なことだし、午前中の証言のまさに信

ぴょう性にもかかわる問題だと思います。先ほどからあなたはですね、決裁文書

について問われたら全て答えないと言う態度をとっておられます。しかしあなた

はですね、書き換えはあったということをこれは事実を認めて、そしてその責任

を取ってお辞めになったとこれは認めておられますね。書き換えの事実があった

とあなたが認めているのはまさに、決裁文書に書き換え前のものと書き換え後の

ものと２つあると、これは確認されたということですね。

佐川宣寿証人 　辞めたというのは、長官の話でございましょうか。それは当時、この報道が出

てその週、国会が空転をするような状態になったということも踏まえて、他にい

くつかの理由を申し上げましたが、そういう意味でこの決裁文書を提出した当時

の理財局長として責任を痛感したというふうに、９日申し上げました。それか

ら、事実を改ざん改ざん、その、決裁文書の書き換えがあったかどうかの事実関

係というのは、それは財務省の理財局が国会にきちんと提出をして明らかにこれ

は事実関係として、間違いなく書き換えがあったということでございますので、

それは書き換えがあったというのは認識をしてございます。

宮本岳志議員 　つまり２つの文書については確認をしたんですね。

佐川宣寿証人 　財務省が12日に提出したその調査結果は見ました。

宮本岳志議員 　だったらその中身について答えればいいんですよ。なんの問題もないじゃない

ですか。時間が来ましたからね。これ全然不十分なんですよ。先ほど来、あなた

はですね。最終的には不動産鑑定やったから正当なんだということを繰り返して

るんですよね。しかしね、昨年11月に提出されたこの会計検査院の報告書ではで

すよ、その不動産鑑定価格から８億2000万を差し引いた、それは鑑定士にとって

他の専門家の調査結果としては使えなかったと。まともなもんじゃなかったと出

てるんですよ。それをもって正当だったということはまったく通らない。引き続

きこの問題の解明は絶対に必要だということを申し上げて、私の質問を終わりま

す。


